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 第 12回通常総会開催される！ 5 月 18 日 産業会館にて 

当会の総会が開催され、平成 17 年度の報告と 18 年度の計画がすべて承認されました。

昨年に引き続き選任された長崎会長（他の全役員も再任）は、昨年度の 3 つのテーマに新

たな 2 つのテーマを加えことなどの方針を発表しました。また、都市産研の特長を生かし、

昨年度の準備をふまえて、市町村合併がなされた「その先」の相模原市に存在する課題に

対する提言を、産業人の立場から積極的に発信してゆくなどの抱負を述べました。 

市民若葉まつりに参加 

5 月 12、13 日に行われた「若葉まつり」

に、『緑のダム北相模』の呼びかけで参

加しました。津久井交流コーナーの一角

で「森林と都市をつなぐ：木を使うことは、

森を守ること」というテーマの元に約 10

団体の参加があり、来訪者や参加者間

との有意義な交流が行えました。 

今年度のテーマとは 

（1）昨年度の 3 つのテーマの継続 

 ①「自立都市へ向けての 新“相模原市”づくりの提言」のフォローアップ  

   提言書内容の実現へ向けて、行政や他団体との連携、協力、バックアップ 

などを行う。 

 ② 相模総合補給廠の一部返還用地の活用について   

18 年度に行った準備をふまえ、提言をまとめる 

 ③ 相模原市に関する「近未来予測年表」づくり           

様々な事象が見え隠れしてきた近未来を、独自の視点でまとめ上げる 

（2）「バックアップ都市」としての認識を上記に加味               

    昨年「防災」をテーマにした定例会を開催し、その際に学んだ相模原市の 

優位性である「安全性」を強く意識して 19 年度の活動を行う。 

（3）政令指定都市へ向けての提言                    

   実現へ向けて動き出したこの事について、学習と提言を行う。 

講演会報告 「新・相模原市のまちづくり」について 講師：相模原市長 加山俊夫 様 

総会に引き続いて行われた講演会には、ご多忙の中、加山市長にお越し頂き、熱のこも

ったご講演をして頂きました。印象に残った言葉としては「地域の資源を活かす」「補給廠跡

地を有効活用する」「自治体の独自性を活かすために政令指定都市を目指す」「自主財源

比率を高める」「職住近接」などで、中長期のビジョンを踏まえて相模原市がこれからどの方

向に行こうとしているのかを分かりやすくお話し頂き、当会にとって示唆に富む内容でした。 

 

懇親会報告 

講演会に引き続いて懇親会が、会員と来賓及びオブザーバーの方々、合計 30 名を超え

る参加で行われました。加山市長のお話を聞いた余韻を感じながら、参加者の皆さんの間で

ポジティブな議論が交わされたり、楽しい交流や意見交換が行われました。 

今後も楽しく交流や調査などをしながら、時に厳しく議論や研究を重ね、相模原市のまち

づくりについて今年度も意義のある提言をして行こう！ と思いつつ、お開きとなりました。 

6 月定例会予告：『政令指定都市へ向けて の学習会』 

 今、話題となっている相模原市が政令指定都市を目指す事について、市の担当課である企画部参事（兼）政令指定都

市推進課長でいらっしゃる野村様にお越し頂き、まずは現在の状況や今後の動きや方向性などについて学習をする機会

を設けます。当日は、野村課長より説明の後、意見交換も行いますので、この事にご興味のある皆さんのご参加をお待ち

しています。                    日時・場所等は下記の通りです。 

FAX：０４２－７５３－７６３７相模原商工会議所 総務課 総務係 行 平成１９年  月   日

都市産業研究会 6 月度 定例会 出欠席連絡表 

（←いずれか該当する方に○をしてください） 

会社名   

6 月 12 日（火）の定例会に     出席・欠席 します 
時間：18:30～ 概ね 2時間程度 

場所：商工会議所新館 4F 役員会議室（予定） 

★当会は会員以外の方々のｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加を常に大歓迎しています 氏 名   
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